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長岡京市立長岡第三中学校部活動方針  

 

１ はじめに  

部活動の適正化を図り、より一層充実・発展することを目的として、

「京都府部活動指導指針」並びに「長岡京市部活動方針」を踏まえ、

部活動指導の基本的な事項や留意点等をまとめた「長岡京市立長岡第

三中学校部活動方針」を策定し、この方針に従い部活動を進めていく

こととする。  

 

２ 部活動のねらい  

(1) 生徒の資質・能力や個性を伸ばし，心身の調和のとれた発達を図り、

豊かな人格形成の場とする。  

(2) 生徒の興味・関心を元に，自ら考え行動できる集団としての力量を

高める。  

(3) スポーツや文化の担い手としての基礎的な知識や技能を高める。  

 

３ 練習時間・休養日の設定  

(1) 練習時間 

ア 合理的でかつ効率的・効果的な練習を行い、長くとも平日は２時

間程度（朝練習を含む。）、土・日曜日及び祝日に実施する場合は３

時間程度とする。  

イ 長期休業中の練習については、土・日曜日及び祝日に実施する場

合に準ずる。  

※ ただし、準備、片付け等は、練習時間に含めないが、あまり長

時間にならないようにする。  

(2) 休養日 

ア 週当たり土・日曜日を含む２日以上設定する。  

イ 大会及び発表会等への参加などで土・日曜日の両日とも活動した

場合は、他の曜日で設定し、週２日間確保する。  

(3) その他 

ア 練習時間・休養日の設定については、生徒の心身の状態を的確に

把握し設定することが重要であり、種目特性や練習内容、大会や発

表会等の予定を考慮しながら設定する。  

イ 長期休業中の休養日については、学期中に準じた扱いをするとと

もに、ある程度長期のまとまった休養日を設け、生徒に十分な休養

を与える。  



ウ 公式戦等については、大会要項に従う。  

エ 練習試合等については、基本半日程度に収まるようにする。ただ

し、活動場所が遠方、演奏会等の時間設定上止むを得ないと学校長

が認める場合は学校長が認める時間とする。  

オ 選抜チームの練習（協会、連盟等主催）については、保護者の了

解のもと、個人参加とし、学校の部活動の練習時間には含めない。  

（ただし、疲労等も考慮し、個別に別日に休養させる等の配慮はする）  

カ その他、特別な事情がある場合については、学校長が総合的に判

断する。  

 

４ 部活動方針及び活動計画（年間・月間）の作成  

(1) 部活動の活動方針及び活動計画において、部活動運営の理念や目的、

目標を示した上で、練習や試合、発表会、イベント等の活動計画につ

いて、年間・月間の計画表を作成する。 

(2) 活動計画については、生徒が学習をはじめとする学校での活動と家

庭での生活がバランスよく行えるよう、年間を通して、１年間を試合

期、充実期、休息期等に分けてプログラムを計画的に立てるとともに、

参加する大会や発表会等を精選する。 

(3) 練習や大会参加等の計画的なスケジュールを設定・管理をするため

に、活動方針・活動計画は、必ず校長による事前の承認を受ける。 

 

５ 家庭等との連携  

(1) 各部活動における指導方針や年間（月間）指導計画等を明確にし、

入部時や保護者会等で生徒や保護者に説明する。 

(2) 保護者会等を実施するなど、学校からの様々な情報提供や保護者の

ニーズを把握し、互いに情報共有をすることにより、部活動の運営や

指導の改善、生徒の状況把握等に努める。 

(3) 地域等の各種関係団体や組織への情報発信を積極的に行う。 

 


